
参政党は憲法守るのか
憲法生かす政治こそ未来が開かれる

洛
西
生
協
前
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

29
日
行
動
に
参
加
を

9
月
29
日(

月
）

午
後
4
時
か
ら
4
時
30
分

境
谷
本
通

福
西
東
通

生
協
角

主
催

洛
西
平
和
ネ
ッ
ト
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西
京
ピ
ー
ス
ウ
オ
ー
ク

２
０
１
５
年

9
月

19
日
未
明
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒

に
自
衛
隊
を
海
外
で
戦
争
さ
せ
て
も
良
い
と
い
う
憲
法

違
反
の
法
律
（
戦
争
法
）
を
安
倍
内
閣
は
参
議
院
で
強

硬
さ
せ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で｢

専
守
防
衛｣

を
主
張
し
て
き
た
自
民
党
は

先
制
攻
撃
で
あ
る｢

敵
基
地
攻
撃
能
力｣

を
持
つ
こ
と
を

主
張
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
購
入
す
る
武
器
も
ト
マ
ホ
ー
ク

や
、
い
ず
も
・
か
が
の
空
母
化
を
図
り
、
垂
直
離
着
陸

で
き
る
Ｆ
３
５
Ｂ
を

10
機
搭
載
で
き
る
「
軽
空
母
化
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
を
戦
争
出
動
さ
せ
て
良
い

の
で
し
ょ
う
か
。
強
行
採
決

10
年
目
、
新
し
い
戦
前
に

し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
を
込
め
て
西
京
ピ
ー
ス
ウ
オ
ー

ク
を
行
い
ま
す
。
多
数
参
加
下
さ
い
。

9
月
20
日
（
土
）
午
前
9
時
40
分

桂
高
校
北
西
角
集
合

自
衛
隊
桂
駐
屯
地
か
ら
Ｊ
Ｒ
桂
川
駅
ま
で
歩
き
ま
す
。

定
例
の
9
月
19
日
宣
伝
は
行
い
ま
せ
ん

洛
西
平
和
ネ
ッ
ト

発
行

２
０
２
5
年
9
月
15
日

事
務
局
連
絡
先
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
９
０
ー
７
８
８
５
ー
２
４
３
０

◎
無
駄
な
公
共
事
業
を
中
止
し
て
震

災
被
災
者
救
援
に
全
力
を
挙
げ
よ
。

高
市
早
苗
政
権
に
な
れ
ば
極
右
と
連
立
の
恐
怖

今
ま
で
自
民
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
極
右
が
自

民
と
連
立
す
れ
ば
憲
法
を
破
壊
し
、
自
由
は
死
ぬ
。

参
政
党
の
憲
法
草
案
と
自
民
党
の
改
憲
草
案
２
０
１
２
年

版
は
、
基
本
的
人
権
の
否
定
あ
る
い
は
著
し
い
軽
視
す
る
こ

と
、
国
防
へ
の
国
民
の
参
加
を
強
く
求
め
る
こ
と
で
類
似
性

が
あ
り
、
ま
た
、
極
右
と
し
て
の
政
治
ス
タ
ン
ス
や
、
安
倍

元
首
相
の
後
継
者
を
自
認
す
る
高
市
氏
、
そ
の
支
持
層
に
安

倍
元
首
相
の
支
持
者
達
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
参
政
党
の
間
に
は
互
い
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は

無
い
で
し
ょ
う
か
。

国
会
議
員
は
憲
法
擁
護
義
務
が
あ
り
ま
す
が
参
政
党
は

「
憲
法
擁
護
義
務｣

を
理
解
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
、

教
育
勅
語
推
進

参
政
党

神
谷
宗
幣
氏
は
２
０
１
３
年
6
月
か
ら
２
０
１
５
年
5
月
ま
で
、

森
友
学
園
の
関
連
法
人
「
肇
國
舎
（
塚
本
幼
稚
園
）
」
の
監
事
を

務
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
奥
さ
ん
も
働
い
て
い
ま
し

た
。

今
も｢

天
皇
の
た
め
に
命
を
捧
げ
る｣

教
育
勅
語
を
推
進
の

筋
金
入
り
の
右
翼
で
す
。

関
東
大
震
災
害
で
の
外
国
人
虐
殺

１
９
２
３
年

9
月

1
日
死
者
・
行
方
不
明
者
推
定

10

万

5
千
人
に
及
ぶ
大
災
害
と
な
っ
た
関
東
大
震
災
。

「
朝
鮮
人
暴
動
」
な
ど
流
言
に
よ
り
朝
鮮
人
、
中
国
人
と

労
働
運
動
活
動
家
・
無
政
府
主
義
者
ら
の
虐
殺
事
件
も
起

き
た
。
死
亡
者
は
明
確
で
無
く
数
千
～

6
千
人
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
韓
国
は
日
本
に
併
合
さ
れ
て
お
り

土
地
を
奪
わ
れ
た
農
民
な
ど
が
日
本
に
多
数
流
入
、
安
上

が
り
の
外
国
人
労
働
者
と
し
て
働
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

敵
視
し
て
い
た
治
安
当
局
の
方
針
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
も｢

日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト｣

と
外
国
人
が
日
本
人
よ

り
優
遇
さ
れ
て
い
る
な
ど
と
フ
ェ
イ
ク
を
ま
き
散
ら
し
て

い
ま
す
が
差
別
と
分
断
は
支
配
者
達
の
手
口
で
あ
る
こ
と

は
見
抜
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

講師 石川 康宏さん 神戸女学院大学名誉教授

参
政
党
と
は
、

「
政
治
激
動
の
時
代
を
考
え
る｣

講
演
会

講
師

石
川

康
宏
さ
ん

日
時
：

１
０
月
５
日
（
日
）
午
後
１
時
３
０
分

場
所
：

洛
西

境
谷
会
館

（
参
加
費
無
料
・
会
場
カ
ン
パ
よ
ろ
し
く
）

主
催

西
京
革
新
懇
・
洛
西
平
和
ネ
ッ
ト

憲
法
９
９
条

天
皇
又
は
摂
政
及
び
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判

官
そ
の
他
の
公
務
員
は
、
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す

る
義
務
を
負
ふ
。

憲
法
守
り
生
か
し
、
戦
争
Ｎ
Ｏ

暮
ら
し
を
守
れ

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
苦
し
め
て
い
る
の
は
外
国
人
優

遇
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
企
業
優
遇
で
円
安
を
進
め
物

価
を
上
げ
、
高
い
消
費
税
を
押
し
つ
け
社
会
保
険
料
な

ど
多
く
の
税
金
を
国
民
か
ら
取
り
立
て
る
政
権
、
ア
メ

リ
カ
（
ト
ラ
ン
プ
）
の
高
関
税
に
も
、
も
の
言
え
ず
貢

ぎ
続
け
て
い
る
か
ら
で
す
。



消費税輸出還付金という補助金

右
京
税
務
署

消
費
税
赤
字
全
国
第
４
位

京
都
市
右
京
区
・
西
京
区
・
長
岡
京
市
・
向
日
市
・
乙
訓
郡
を
管
轄

す
る
右
京
税
務
署
は
毎
年
消
費
税
の
赤
字
税
務
署
で
す
。
23
年
度
は

全
国
4
位
で
す
。

私
た
ち
は
物
価
高
で
も
や
む
な
く
買
い
物
に
行
け
ば
毎
回
消
費
税
を

支
払
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
右
京
税
務
署
は
赤
字
、
払
っ
た
消
費
税
は
「
社
会
保
障｣

に

一
切
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
こ
に
行
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

（
表
は
全
国
商
工
新
聞
９
月
８
日
号
よ
り
）

長
岡
京
市
の
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
東
口
に
村
田
製
作
所
と
い
う
コ
ン
デ

ン
サ
ー
な
ど
を
作
っ
て
い
る
会
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
社
は
作
っ
た

製
品
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
消
費
税
を
１
円

も
払
わ
な
い
ば
か
り
か
７
９
３
億
円
（
推
計
）
も
返
し
て
も
ら
っ
て
い

る
た
め
右
京
税
務
署
は
７
６
７
億
円
も
赤
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

京
都
で
は
任
天
堂
も
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

年
間
２
８
兆
円
の
消
費
税
、
う
ち
輸
出
大
企
業
に
年
間
８
兆
円
以

上
が
還
付
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
還
付
を
正
当
化
す
る
た
め
イ

ン
ボ
イ
ス
を
制
度
化
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
消
費
税
は
廃
止
し
か
有
り
ま
せ
ん
。

各
政
党
は
参
議
院
選
挙
の
公
約
守
り
闘
え

消
費
税
減
税
の
約
束
を
し
た
自
民
・
公
明
以
外
の
各
党
は
、
国
民
の
窮
乏
化
を
救

う
た
め
消
費
税
減
税
の
た
め
闘
い
を
始
め
て
下
さ
い
。

自
民
・
公
明
は
給
付
金
を
公
約
し
た
以
上
た
だ
ち
に
実
行
し
て
下
さ
い
。
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